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	応用
	抗原情報
	背景
	タンパク質ホスファターゼ1C（PPP1C）の重要な制御因子。ミオシンへの結合を媒介する。PPP1C複合体の一部として、PLK1の脱リン酸化に関与する。HIF1AN依存性のHIF1A活性抑制を阻害する。
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	ミオシンホスファターゼ抗体を使用した、さまざまな溶解物中のミオシンホスファターゼのウェスタンブロット分析。
	

	MYPT1 抗体を使用した 293T 溶解物中のミオシン ホスファターゼのウェスタン ブロット分析。
	

	MYPT1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。右側はブロッキングペプチドを添加したサンプル。
	

	ミオシンホスファターゼ抗体を使用した COS7 溶解物中のミオシンホスファターゼのウェスタンブロット分析。右側のレーンは合成ペプチドでブロックされています。

